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平成14 年度第２ 回常任委員会

本常任委員会は，次期役員選挙が近づいており，また議題に.次期役員選挙に関

する事項があるこ とから，選挙管理委員会と合同で開催することとし，了承され

たものである･

日　時：平成14年 ９月28 日（土）午後２時～５時

場　所；東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所セミナー室

出席者：早田輝洋（会長，兼選挙管理委員長），梶　茂樹（鄒:務局長），大石正

幸，坂本比奈子（兼選挙管理委員），庄垣内正弘，早津恵美子 （兼退

挙管理委貝），松村一登

オブザーバー：田窪行則（編集委員長），外池滋生（第126 会大会実行委員長），

日比谷潤子（大会運営委員長，兼選挙管理委員），塩原朝子（事務局

長補佐）

選挙管理委員：長嶋善郎

議題

［報告事項］

（１） 平成13年度決算書と平成14年度予算書の数字訂正について

平成13 年度決算書の資産勘定票において，前受会費の「国内学生」の

欄 が50,000 円 と な っ て い た が ．60,0（）O円 が 正 し く ， 次 期繰 越 は

2,316,502 円である．また14年度予算書の収入におけ る積み立てからの

繰入金も，合計が2,750,000 円となうているが，正しくは3,500,000 円で

ある，いずれの場合も，各項 且内での単純計算 ミスであ り，全体として

は数字に変更はない．　　　　　　　　　　　　　　　　 ／

（２） 人文学系大学評鱆委員会評価委員の選考結果について

上記 の委貝について，日本言語学会が推薦した４名の侯捕者 のうち，

分野別研究評価委員に上野善道氏が選ぱれた旨の通知が，大学評価・学

位授与機構からあった.

［審議事項］

（１） 会員名簿作成について
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今年末に発行予定の日本言語学会会員名 簿の作成に関して，前回を参考

にその日程を確認し，会員向けに.発送する文審の文言を決定した．

（２） 次期役員選挙について

来年度からの次期役員選挙について，選挙管理委員会と常任委員会で，

前回の例を参考にその日程を確認し，会員向に発送する文書の文言を検

討した．選挙の詳細については，今後，選挙管理委員会で詰める予定で

ある．

（３） 第126回大会（東北学院大学）について

11月 ３日（’日），４日（月，代休）開催予定の第126 回大会につい て，

日比谷潤子大会運営委員長より準掬状況およびプログラ ムの報告があっ

た.59 件の応募中，38 件を採択した．今大会では，新しい試みとして，

第二 日目の午後に７－クショ
ヅプ

２件を平行して開 催することになっ

た．テーマはそれぞれ「複合動詞の構造から見た格と意味役割」「話し

ことぱのデータを使った文法研究の可能性」である．

また，大石正幸大会実行委員長より，開催校側の準備状況について報告

があった．

（４） 第127 回大会（平成15年度春期大会）に.ついて

上記大会について，会長より，青山学院大学の外池滋生氏に開催依頼を

し，外池氏が受諾されたことの報告があり，これを了承した．

（５） 小委員会，作業部会からの報告

［Ａ］ 夏期講座検討小委員会（田窪行則委員）

平成14年8月】.9日～24 日の日程で，第３回夏期講座が開催された. 163

名の受講生を含む185 名の参加者があり，成功裏に終お った旨報告があ

った．

［Ｂ］ 危機言語小委員会（坂本比奈子委貝畏）

委員の交代時期が近づいてきたため，来年度からの新委員候補の名簿を

作成し，委員会に提出する旨報告があった.

［Ｃ］ 大会運営委員会（日比谷潤子委員長）

今回，７－クシａツプを開催することを決定した．将来的に.はテーマを

公募する方向で検討を行っている．多方面から応募を求めることによっ

て，大会のブl=･グラムの多様化が見込まれるが，従来通 り大会発表時に

行うとすると研究発表を減らさざるをえない．この解決策として， ワー

クショップを土曜日の午前中（委員会開催中）に行ってはどうかとい う

案が提出され，常任委員会で議論を行った結晃 支持する意見が多かっ

たため，第126 回大会からの試行に向け，大会運営委員会で詳細を検討

することとなった．
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また，近 く行われる委員の改選を機に，委員を２名増員することが提

案され，委員会に･諮る旨了承された．増員の理由は．研究発表の内容が

多岐に.わたることから，カバーできる専門分野を増やす必要があること

と，現行の委員数では各委員の大会応募要旨査読の負担が大きいことが

ある.

［Ｄ］ 学会ホームページ作菜部会（松村一登部会長）

来年度以降，作業部会を どのように位置付け るかを審議した．ホーム

ページに関する作業の引継ぎを円滑に行 うため，小委員会を発足させ

る旨委員会に諮ることが決定した.

［Ｅ］ 編集委員長 （田窪行則委員長）

『言語研究』の編集状況について報告があった．第122 号については鐚

集作業が終わり，印屓にかかる状態である．第123 号に.ついて 釟 順調

に編集作業が進んでいる旨，報告があった．

（６） 特定領域研究「環太平洋の言語」主催の国際学術講演会に対する後援に

ついて

文部科学省特定領域研究（Ａ）『環太平洋の「消滅に.瀕した言語」に.かん

する研究調査研究』が，第 ４回国際学術講演会を平成14年UJﾖ23 日～

25 日に京都国際会館で開催する．この講演会を日本言語学会が後援す

る旨委員会に諮ることが承認された．

（７） 日本シミ．.レーショソ＆ゲーミング学会からの後援依頼について

上記学会が主催する第34回国際シミ・･レーショソ＆ゲーミソダ学会（平

成15 年８月25 日～29 日，かずさアカデ ミアパーク）に関して，日本言

語学会に後援依頼があり，後援する方向で委員会に.諮る旨決定した．

平成14 年度第３ 回常任委員会

日　時：平成14年11 月２日（土）午後４時～６時

場　所：東北学院大学大石正幸研究室

出席者：早田輝洋（会長），梶　茂樹 〔事務局長〕，大石正幸，久保智之，坂本

勉，清水克正，早津恵美子，松村一登　　　　　 ／

オブザーバー：田窪行則（編集委員長），塩原朝子（事務局長補佐）

議題

［審識事項］

Blackweli 社刊行の雑誌Linguistics j4.加加,治 からの依頼について

プラッタウロ レ出版社(Blackwell Publishing) 刊行の雑誌Linguistics

j‘1,1･s加 吻 編集部から，「言語研究」の要旨を掲載したい旨要請があ。た。

この倅について審議が行われ，第２回委員会に蹐ることを決定した（こ
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の件についての詳細は，第２回委員会，審議事項（7）を参照のこと）.

（2 ）2003 年開催の国際言語学者会議への日本学術会議からの派澄について

上記の件に.ついて日本学術会議から候補者の推薦依頼ヵ;あったが. 腆捕

者となる資格を備える者（日本学術会議会員 または.研究連絡委員）の中

に候補者がいないことから，今回は応募を見合わせる旨決定した．

（３） 日本学術会識の研究連絡委員の兼任禁止規定について

現在，日本学術会議の研究連絡委員と科学研究費補助金審査員は規定に

より兼任出来ない（言霤学会委員会内規１）．この規定について，上野

善道委員から実情にそぐわないため廃止するべきであるとの提案があっ

た．この件について審議した結果，この件については.第２回委員 会で

上野委員に説明を求め，審議すること･を決定した．

（４） 学会ホームページ小委員会委員について

第２回常任委員会で，来年度から学会ホ ームペ ージ小委員会を発足 さ

せる旨，委員会に提案することが決まったが，そのメンバ ーに関して，

松村一登氏から候補者の名簿が提出され,委貝会にはかることになった．

平成! ４年度第２ 回委員会

日　時：平成14年11 月３日（日）午後12時20 分～１時50 分

場　所：東北学院大学（土樋キャソペ ス）8号館3階第一・第二会議室

出席者：早田輝洋（会長），梶　茂樹（事務局長），上野善道，梅田博之，影山

太郎，久保智之，郡司隆男，坂原　茂，坂本　 勉，坂本比奈子,･崎山

理，清水寛iF，庄垣内正弘，田窪行則，田村すず子，西光義弘，林

徹，原口庄輔，樋口康一，日比谷潤子．福井　 玲，町田　 健，松村

一登，宮原文夫，薮　司郎，吉田和彦（以上26名）

委任状:34 名

オブザーバ ー：大石正幸（第125 回大会実行委員長），窪園晴夫（会計監査委

員），塩原朝子（事務局長補佐）

議題

［報告事項］

議事に.先立って第125 回大会実行委貝長，大石正幸氏（東北学院大学）より大

会開催にあた っての挨拶があった．

（１） 平成13年度決算書と平成14年度予算書の数字訂正について

上記の件に.ついて，梶　茂樹事務局長から報告があうた（詳細は，第２

回常任委員会報告「報告事項亅（1）を 参照のこと）．

（２） 第２回常任委員会，及び第３回常任委員会報告

梶　茂樹事務局長から平成14 年９月28 日（土）に開かれた第２回常任
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委員 会，及び平成14年11 月２日（土）に開催の第３回常任委員会につ

いて報告があった（詳細は常任委員会報告を参照のこと）.

（3）委員会，作業部会の活動報告

（Ａ） 夏期講座小委員会（西光義弘委員長）

日本言語学会第３回夏期講座（2002 年８月19 日～24 日）について以下

の報告ヵiあった．受講生は163 名である.1,181,161 円の赤字が出たが，

これはあらか じめ見込まれていたものである．受講生を対象としたア

ソケートの結果を見ると，運営や講座の内容については好評であった.

（Ｂ） 危機言語小委員会（坂本比奈子委員長）

広報，および委員問の連絡のため，小委員会のホームページを立ち上げ

た．委員の交代時期が近づいてきたため，新委員候補の名簿を旧委員で

作成中である．次期委員会に･は独自の活動を期待する.

（Ｃ） 大会運営委員会（日比谷潤子委員長）

９月６日に委員会を開他し，第125 回大会のプログラムを決定した.59

件の応募中，38 件の発表を採択した，

（Ｄ） 学会ホームページ作業部会（松村一登部会長）

『言語研究』の目次に関して過去二十年分の検索が可能になった．今

後，掲載論文の要約もア
ヅプ

する予定である．

（Ｅ） 編集委員会（田窪行則委員長）

前回の委員会での議論を元に「言語研究亅 の執筆要項を変更し，天文版

とともに最新号に掲載した．また，次号123 号の編集状況に.ついて順調

に作業が進んでいる旨報告があった．

（４） 次期役員選挙について

早田輝洋選挙管理委員長から，前例にならって手続きを進めている旨報

告があった.

［審議事項］

（1 ）126 回大会について

平成15年６月14 日（土），15 日（日）の２日間，青山学院大学を会場に

開催することが提案され，了承された（その後，開催校tｱ）都合により，

日程が平成15年６月21Eﾖ （土），22日（日）の両日に変更された）．

（２） 大会運営委員の増員に･ついて

大会運営委員会の日比谷潤子委員長より，近く行われる委員の改選を機

に･，委員を２名増員することが提案され，了承された．この結果，現

在10人の委員が12名となる．

（３） 学会ホ ームページ小委員会の発足について

現在ホームペ ージ運営を担当している「作業部会」を「小委員会」に格
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上げする旨提案があ り承認された．小委員会のメソバ ーは，従来の作業

部会の責任者である松村一登委員長以下，福井 玲氏（東京大学），後藤

斉氏（東北大学），および，飯田朝子氏（中央大学）である．

（４） 特定領域研究「環太平洋の言語」主催の国際学術講演会後援について

上記の件について，危機言語小委員会の坂本比奈子委員長より報告があ

った．特定領域研究（Ａ）『環太平洋の「消滅に簇した言語」にかんする

研究調査研究』が，第４回国際学術講演会を平成14年11 月23 日～25 日

に京都国際会館で開催する．この講演会を日本言語学会が後援すること

が承認された．

（５） 日本シミ，.レーショソ＆ゲーミング学会大会後援について

上記学会が主催する第34回国際シミ，レーショｙ＆ゲーミング学会（平

成15 年８月25 日～290, かずさアカデ ミアパーク）に関して，日本言

語学会に後援依頼があった．この件について審議が行われ, 議論の結果，

後援することに決定した．これに より，日本言語学会学会員は，上記学

会の会員と同じ参加費で上記学会に参加が可能となる．

（６） 第 ３回アジア辞書学会大会後援について

上記学会大会（平成15 年８月27 日～29 日，叨海大学）について言語学

会に後援依頼があった．この大会について明海大学の原口庄輔委員･より

説明があり，審議の結果，後援を行 うことを決定した.

(7)  Blackwell 社刊行の雑誌Unguis だcs j41･stractsからの依頼について

ブラックウェル出版社(Blackwell Ｐｕblishing）刊行の雑誌Linguistics

Abstra･治 編集部から，『言語研究』の要旨を掲載したい旨要請があった．

この件について審議が行われ，識論の結果承諾することに決定した．こ

の雑誌は，世界各国の言語学関連の学術論文集，学会論文集，紀要等か

らの論文要旨を掲餓した学術雑誌 （年 ４回発行）である．承諾にあた

り，言語学会は毎年r 言語研究』をLinguistics  Abstracts編集部に送付

することになった.

(8)  2003 年開催の国際言語学者会議への日本学術会議からの派遣について

上記の件について日本学術会議から候補者の推薦依煩があ ったが，候補

者となる資格を備え４者（日本学術会議会員または研究連絡委員）の中

に候補者がいないことから，今回は応募を見合わせる旨決定した．

（９） 日本学術会議の研究連絡委員の兼任禁止規定について

現在，日本学術会議の研究連絡委員と科学研究費補助金に.かかる審査員

は規定に.より兼任出来ない（言語学会委員会内規１）．この規定につい

て，上野善道委員から実情にそく･わないため廃止するべきであるとの提

案があった．審議を行った結果，この件に関しては，今回の委員会では
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結論を出さず，次期執行部への申し送りとすることとなった。これは，

近い将来日本学術会誰のありかたに関して見直しが行われる見込みがあ

り，その動向を見た上で決定を行うのが賢明であると考えられるためで

ある。

平成14 年度第２ 回「危機言語」小委員会

日　時:2002 年ｎ 月22日（金）午後４時～６時

会　場：京都国際会館会議室

出席者：梶　茂樹，坂本比奈子（委員長），崎山　理，笹問　史子，田村すず

子，角田太作，津曲敏郎，奈良　毅，林　徹，福井　玲，峰岸真琴

議題

［報告事項］

（１） 第四回国際学術講演会の後援に.ついて

11月23 日～24 日に科研「環太平洋の言語」主催の国際講演会「消滅に

頡した言語亅 が行なわれたが， 日本言語学会が後援をすることが決まっ

た旨の報告があった．

（２） 次期小委員会委員候補者名簿作成のためのアンケートについて

委員長から，次期小委員会委員候補者名簿作成のため，ＭＬ によるアン

ヶ－卜を実施した旨の報告があった．

（３） 笹間委員から,危機言語にかんするこ1･ネスコヘの提言を まとめるために，

ユネスコ無形文化財危糜言語特別専門家グループが草案を検討中である

旨の報告があった．それを うけ て．委員の何人かが．草案検討の会議に

参加した．

ズ 審議事項:］

（１） 次期小委員会委員腆補者選出について

今年度末で，現委員の３年の任期が切れ るため，危機言語小委員会規

定に基づき，次期委員腆補者選出のための話し合いが行われた．新委員

の選出にあたっては，今後の小委員会の活動を一層活性化するために，

実際に危機言語の研究に従事する研究者を中心に，動き’やすい若手委員

を増やすことなどが選出方針として確認し，前記アンケートにおいて次

期委員を辞退された方を外して新メソバーの推薦を行った．その結果，

以下 の13名の方 々を次期委員候補として選出され，侯補者名簿を新た

に選出される新会長に提出することが確認された．新会長が委員会に諮

って委員会メンバ ーが確定することになる．なお，規定によれぱ，小委

員会 の定員は20名 であ り，今回の候補者数は定数不足であ るが，とり

あえずこれで発足し，適当な方があった場合に追加していくことで合意
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した．

新委員 候補者

奥田統巳，梶　 茂樹，笹間史子，田村すず子，角田太作，稗田　 乃，

村崎恭子，遠藤　史，風間仲二郎，金子　亨，呉人　恵，佐々木　冠，

中山俊秀

（２） 危機言語・少数言･語研究者餐成のための言語学会への提言

危機言語の調査研究は時問との戦いであるに.もかかわらず，若手研究者

がなかなか育だたいという悩みがあり，本委員 会でもこの問題は繰 り返

し取り上げられてきたがこれまで具体的な方策を打ち出すことがで きな

かった．そこで，若手研究者に刺激とチャンスを与えるための方策を提

言としてまとめ，言語学会に危機言語小委員会として提案することが検

討 された．

平成14 年度夏期講座検討小委貝会

日本言語学会第３回夏期講座に関して，実行委員長の三原健一氏から以下の

報告があった.

（1 ）2002 年８月19日～24日の６日間，白樺湖畔水源荘（長野県茅野市）で，

第３回夏期講座を実施した．

（２） 期間中, 163 名の受講生があった，12名の講師，５名の実行委員，５名

のアルバイトを加えると，合計!85名の参加者であった．

（３） 受講科を中心とする収入（合計8,257,638円）に対して，施設使用料，

講師謝金などの支出（合計9,338,799円）があり，約108万円の赤字が出

た．その理由として，全員合宿形式に伴り参加者の出費を，極力押さえ

る方針で閧催したことが挙げられる．収支の詳細は平成14年度の決算

報告（『言語研究』第124号掲載予定）を参照されたい．

（４） 参加者を対象にアンケートを実施した．回答を見る限りでは，「非常に

よかった亅「かなりよい亅 がほとんどで，参加者の満足度が高かったこ

とが分かる．しかし，全員合宿形式でもよいとする人が参加したことを

考慮すると，通いでも参加可能な形式を併用する方が望ましいのかもし

れない．なお，アンケート調査の結果を踏まえると，一般参加者の受講

料はもうと増額してよいと思われる．

2004年度に第４回夏期講座を開催する方向で検肘しているが，開催場所など

の詳細はまだ決定していない．なお，2003年度の夏期講座検討小委員会のメッ

ぷーと，2004年度の夏期講座の実行委員については，現在，小委員会でとりま

とめ中である．
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2002 年ｎ 月３日（日）～４日（月）

東北学院大学（土樋キャソパス）

第１日（11月３日）

開会の辞

開催校挨拶

シソポジウム

講　　 師

｢音韻領域｣

39

会　長

倉 松　 功

司　会　　那須川 訓也

那須川訓也　「超分節構造と分節内構造の相関」

ヒ・.一バード・トラッヶソブ ｐ卜

「南ドイツ語のイソトネーショソと日本語

のイｙトネーショソ」

久保智之

吉田和彦

｢音韻句とフォーカス，シン･タックス｣

｢ ブ1=･ソデ４と歴史言語学｣

第2  B  (11 月４日）

研究発表　 午前10 時～午後 ３時50 分

ＯＡ 会 場

司会　 野田　尚史

（A1 ）10 : 00 ～　 動名詞と結合するゼ･==･の受動化接辞

一新聞・雑誌記事の場合一

（A2 ）10

佐 藤　 豊

一

Ｉ 30～　スペイン語・日本語二言語併用児の会話　　久津木　 文

の分析－ ＝･－ドミキシソダを中心としてー

（A3 ） ｎ:00 ～　機能性構音障害における音声置換

一異音に着目した考察－

（A4 ）1

(Ａ

(Ａ

5 ）

6 ）

１

１

司会

00～

1:30 ～

2:00 ～

司会

（A7 ）2:50 ～

上田　 功

Positional raarkedness in Catalan

word-final deletion

日本語に･おける短縮語形成とアクセソト

日本人○英語のコーダ位置にある音に･

対する知覚能力について

後藤　　 斉

The Kosrae Dictionary ａｎｄ

Ｃ山rriculura Development Pｒｏｊｅｃt

今村 亜･子

坂 本　 勉

／　菊池 清一郎

田 中 真 一

榎 本　 暁

David A. Hough
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フ４－ルド言語学者の.＝.－ズに合った

多言語処理ツールの試み

ＱＢ 会 場

司会　北野　 浩章

（B1 ）10 : 00 ～　 属性叙述における所有構文

一所有物の有標性の概念をめぐってー

(B  2) 10 : 30 ～　身体部分名 詞に｡つく「小」の逢成量

数量詞的性質に,ついて

（B3 ）11 : 00 ～　 複数表現における「異質性」

と「同質性」の対立

司会　 定延　利之

（B4 ）1:00 ～ 運動様態動詞における日英比較研究

（B5 ）　1 こ30～ 引用句の性質から見た発話

「～ ツテ｡」について

（B6 ）2:00 ～　「～ のほう」ぱ ぽかじ 表現か ？

司会　 日高　水穂

（B7 ）　2:50 ～ 島原方言り 名詞音調

（B8 ）　3:20 ～ 栃木県東北本線沿線地域における曾語境界

線変容に関する社会言語地理学的研究

・Ｃ 会 場

司会 遊佐 典昭

（C1 ）10 : 00 ～　ＶＰ-eUipsiｓ in conl;rol infinitives

（C2 ），10 : 30～-7 ぼゐf as ａ Ｄｅt;eｒｍｉｎｅr

（C3 ） Ｕ ；00～ （Ｕｎ）ａｖailabiUty ｏｒ Ｂａｒe Adjectives"

and Hidde亅Ｉ Small Clauses

司会　中村　 捷

（C4 ）　1:DO ～ 主格照応形 としての ＰＲＯ

刪 束:摶・コントｐ－ルの統一的分析－

（C5 ）1:30 ～Deriving Reciprocity from the

Symmetric Ｐｒｅｄｉｃａtｅ ･４麗j

(C  6) 2
壘

一 00 ～ Ｔｙｐｏｌｏｇｉｃａ! Variation of ＮｏｍｉｎａＩ

Anaphoric Expressions: Distribution

ａｎｄ ｌｎｌ:etpretation in the Local Ｄｏｍａ這

司会

（C7 ）2:50 ～

吉田　和彦

ギリシア語の長いｅを持つｓ語幹

小野 智香子

鈴 木 胝 薹

松 村 一 登

澤 田 浩 子

守 田 美 子

坂 本 智 香

藤田 万美子

岩 男 考 哲

飯 田 朝 子

松 浦年 男

商 山恵 理

子

男

司

匱

富

浩

倉

瀬

大

置

屋

小林 亜希子

小 町 将之

鈴木　 猛

中戸 照 恵

児 玉 茂 昭
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(C  8) 3:20 ～

・Ｄ 会 揚

司会

（D1 ）10 : 00～

蠹　　　　 法

中性名詞について

ネワール語の授受動詞と拡張表現

41

松 瀬 育 子

生越　直樹

韓国済州島方言の形容詞のアスペクト現象　金

に.ついて－yｅsi/を中心,にしてー

(D2)10 : 30 ～ 補助動詞構文｢ ～てくる・いく亠

{～・}/叫･１叫oda ・ 外吽ｇａｄａ｣，

｢～Ｘ 来lai ・ 去qｕ｣ の日喘中対照

CD 3) 11 : 00～ 韓国語と日本語の指示詞kｕ系とソ系の

現場指示における中距離指示用法について

司会　栗林　　均

〔D4 〕　1:00 ～　チベット語から訳された仏典西夏語の

諸特徴一西夏文｢ 聖勝慧彼岸到功徳宝集頌｣

を資料としてー

（D5 ）　i:30 ～　トルコ語のmi に関する一考察

’（D6 ）2:00 ～ 満州語文語の談話に･おける接続表現

について

司会　林　　　徹

（D7 ）2:50 ～　オリャ語の，動作の再帰性を表すことが

できる３つの動詞形

（D8 ）3:20 ～Semantic ｆａｃt:ｏrｓ affecting

the morpho!oglcal （ｎｏｎ）ｍａrking

of middles in Ｈｅｂrｅｗ

・Ｅ 会 場

司会　井上　　優

（E1 ）10 : 00～ 韓国語の動詞性名詞形式「NP･ｕyＶＴＮ」

の成立について

一動詞性名詞の意味的側面を中心にー/

（E2 ）iO : 30～ 事象タイプ強制転換とその意味的制約

（E3 ）11 : 00～ 『捷解新語亅 における「ホドｘ」の

階層的包含関係

司会　坂原　 茂

（E4 ）　1:00 ～ 移動表現の類型と使役移動・視覚移動

の表現

（E5 ）　1:30 ～ 前置詞ｏｖerにおけるＴＲ が持つ影響力

白

金

光 珠

海 燕

善 美

荒川 供太郎

吉

山

村

崎

大

雅

樹

人

山 部 順 治

Hartenstein

Anne-Marie

尹 盛 煕

江 連 和 章

李　 英 児．

松 本　 曜

東 谷 冥 希
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（E6 ）2:00 ～　フランス語代名動詞の中立用法と受動用法　南　　秀 聡

一動詞意殊論的視点からー

ワークショップ　　午後２時50 分～４時20 分

・Ｅ 会 場

｢複合動詞の構造から見た格と意味役割｣

オーガナイザー：小 泉 政 利

加 藤 幸 子

福光 優一郎

張　　　 超

ＯＦ 会 場

｢話し言葉のデータを使った文法研究の可能性｣

オーガナイザー：鈴 木 亮 子

北 野 浩 章

藤 井 聖 子
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日本学術会議第19 期会員候補者・同推薦人等選出の選挙結果の報告

日本学術会議第19 期会員候補者等選出のための委員に よる郵送投票を下記の

通り行った。

2003 年２月７日　　投票用紙発送

2003 年２月23 日　　投粟締切（当日到着分有効）

開粟は下記の選挙管理委員会で行われた。

日　時:2003 年２月24  B (月）14=00 ～15:00

場　所：東京外国語大学
，

アジア・アフリカ言語文化研究所，小会識室

出席者：早田輝洋（委員長），坂本比奈子，中川裕，林徹，原口庄輔，日比谷

潤子，塩原絹子（事務局長補佐）

開票の結果11下記の通り。

1. 語学・文学研究連絡委員会に係わる会員候補者

投票数　　　21　　　 うち有効投票数　　21

当　 選　　早田　輝洋　3票

次　点　　 井出　祥子　3票

（早田輝 洋氏と井出祥子氏が同数のため抽選により早田氏が当選となっ

た）

２．束洋学研究連箱委員会に係わる会員候補者

投票数　　　21　　　 うち有効投票数　　　21

当　 選　　崎山　　理　2蔡

次　点　 ①梅田　博之2 票

②庄垣内正弘　2票

③早田　揶洋　2票

④西田　龍雄　2票

（崎山理氏，梅田博之氏，庄垣内正弘氏，早田輝洋氏，西田陰雄氏が同数

のため抽選により上記の順に｡なった）

３．語学・文学研究連絡委員会に係わる推薦人・推薦人予備者

投票数　　　21　　　 うち有効投票数　　　!9

白票　　　　　　　　１　　　　　／

当　 選　　上野　 善道　4票（推薦人）

当　 選　　井出　祥子　3票（推薦人）

次　点　 ①吉田　 和彦　3票（推薦人予備者）

②小泉　　 保　3票

（井出祥子氏，吉田和彦氏，小泉保氏が同数のため，抽選により井出氏が

当選とな り，吉田氏が推疏人予備者となウた，なお，その糺 井手氏は

社会言語学会から会員候補者として推薦されることが決まったため，吉
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田氏が推薦人とな,つた．）

４．東洋学研究連絡委員会に係わる推薦人 吋隹li人予備者

投票数　　　21　　　 うち有効投票数　　21

当　選　　 庄垣内正弘　5 票

次　点 ①田村すず子　3票

②梅田　博之　3票

（田村すず子氏と梅田博之氏が同数のため，抽選により田村氏が推薦人予

備者となった,）

日本言語学会平成15 ～17 年度役員選拳の結果について

平成15～17年度役員（会長，編集委員長，会計監査委員，委員）の選挙を，

会則・選挙規則および選挙細則に基づいて，以下の日程で行った.

2002年12月24日　選挙人名簿発送

2003年１月22日　投票用紙発送

2003年２月16日　投票締切（当日消印有効）

開票は下記の選挙鬯理委員会で行われた．

日　時:2003 年２月24日（月）15:00～20ご00

場　所：東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所，小会議室

出席者：早田輝洋（委員長），坂本比奈子，中川裕，林亂 原口庄輔，日比谷

潤子，塩原朝子（事務局長補佐）

開票の結果は下記の通り．

投票総数

ｌ。会長選挙

投票数

選

点

当

次

次次点

177 ’

166

庄垣内正弘

宮岡　伯人

土田　　滋

２．編集委員長選挙

投票数　　　166

選

点

当

次

次次点

吉田

郡司

影山

うち有効投票数

無効

うち有効投票数

白票

無効 〔白票を除く〕

38票

17票

13票

和彦

隆男

太郎

うち有効投票数

白票

14票

14票

10票

174

3

161

4

1

161

5
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（吉田和彦氏と郡司隆男氏が同数 のため抽選に.より吉田氏が当選となっ

た）

３．会計監査委員選挙

投票数332 （!66 ×2） うち有効投票数　　　300

白票　　　　　　　　28

無効（白票を除く） ４

当 選　 梶　 茂樹21 票

当　選　 松 村　一登　13 票

吉田　和彦　13 票

次　点　　 田窪　行則　11 票

次次点　　 井上　史雄　9 票

（松村一登氏と吉田和彦氏は同数であるが，吉田和彦氏が編集委員長に選

出されていることから，兼任禁止規定により，松村氏が当選となった．）

４．委員選挙

・ 選挙細則に基づ き，当選者のみを各地区別に五十音順に掲げる.

［北　海　 道］（定数２名）：池上二良， 津曲敏郎

［東　　　 北］（定数３名）：栗林　均，福地　 肇，堀江　薫

［関　　　 東］（定数29名）：相澤正夫，井出祥子，井上史雄，梅田博之，上野

善道，大津由紀雄，荻野綱男，生越直樹，尾上圭

介，風間喜代三，菊地康人，北原久罰，坂原　茂，

坂本比奈子，城生佰太郎，杉戸清樹，高見健一，

田村すず子，角田太作，長嶋善郎，林　　徼，旱

津恵美子，原口庄輔，日比谷潤子，福井　 玲，松

本克己，松森晶子，峰岸真琴

［中　　　 部］（定数10名）：加藤重広，小泉　 保，斎藤　衛，清水克正，柘植

洋一，丹羽一彌，原田かづ子，藤本幸夫，堀　 素

子，町田　 健

［近　　　 畿］（定数18名）：影山太郎，岸本秀樹，金水　 敏，讎薗晴央，郡司

隆男，崎山　理，佐藤昭裕，柴徇 ぢ良，田窪行則，

田野村忠温，西光義弘，野田尚史，益岡隆志
，

宮

岡伯人，薮　 司郎，山梨正明，吉田和彦 ，吉田

豊

E中国・四国］（定数５名）：酒井　 弘，高永　瓦 玉岡賀津雄，辻　 星児，樋

口康一

［九州・沖縄］（定数５名）：上山あゆみ，木部暢 子，久保智 之，坂本　勉，湯

川恭敏
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以上71名

なお，庄垣内正弘（近畿），梶茂 樹（関東），松村一登（関東）の3 氏は委員当

選に足る票数を得たが，それぞれ会長あるいは会計監査委員に就任のため，兼任

禁止規定に より，委員とはならない．これに伴い当該地区で繰り上げ当選が生じ

た，また，関東地区で辞退者が１名あったが，選挙規則により補充しない．



◇ 退　　 会

国内個人　30名

国内団体　1 件

在外個人　10名
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◇　 本 学 会評 議 員 池 上ニ 良 氏 （82 斌 ） が ， 常 置 国 際 ア ル タ イ学 会 議 （Per ｍａｎｅｎt

International Altaistic Conference, 略 称 Ｐ】:ＡＣ）よ り2002 年 度 金 メ ダ ル(PIAC

Gold Medal, 正 式名 称 ｌｎｄｉａｎａ Ｕｎｉｖｅrｓiﾋｙ Prize for Altaic Studies) を 授 与 され

ま し た ． こ の賞 は1963 年 以 来 毎年 ， ア ル タイ 学 （ チ・.ル ク ・モ ン ゴル ・ ツ ン グ ー

ス 系 民 族 の 言 語 ・文 化 ・歴 史 ） の 分 野 で 顕 著 な 貫 献を した 研 究 者 １ 名 に 対 し て,･

同 会 議 事 務 局 の 置 か れ て い る 米 国 イ ソ デ ４ ア ナ大 学 か ら 贈 られ る国 際 的 に権 威あ

る賞 で ， 日本 人 と し て は 服 部 四 郎 氏 （言 語 学 ）， 岡 田 英 弘 氏 （歴 史 学 ）．に 次 い で

３ 人 目 の受 賞 で す ． 同 氏 の多 年 に 渡 る ， ウイ ル タ語 を は じ め とす る ツ ン グ ー ス語

研 究 が 高 く 評 価 され た も の で す ．

◇　本誌は，文部科学省平成14年度科学研究費補助金（研究成果公開促進費）

の交付を得て刊行されたものである，

／
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